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Ia型超新星爆発は白色矮星の熱核暴走によって引き起こされる爆発現象であり、標準光源として遠方天体の距離測定に
用いられるなど宇宙物理学において非常に重要な役割を持つ天文現象である。しかし、Ia型超新星の爆発前の親星や爆
発メカニズムは複数の説が提唱されており、未だ解明されていない点も多く存在する。一方で、爆発後に残された超新
星残骸(SNR)の噴出物(ejecta)の速度分布は爆発時の構造を反映しており、個々のSNRの親星や爆発メカニズムを探る重
要な手がかりになりうる。

 ケプラーの超新星残骸は、1604年に天の川銀河系内に出現した超新星残骸であり、親星はIa型超新星爆発を起こしたと
考えられている。本研究では、XRISM/Resolveを用いて、ejecta に含まれる Si や S などの中間質量元素が放射するX線
スペクトルを解析した。各領域のスペクトルに対してRedshift成分とBlueshift成分を仮定した2成分でのフィッティング
を行い、領域ごとのドップラー速度を測定した。その結果、中間質量元素ejectaのドップラー速度はRedshift、
Blueshift成分ともに球対称的な速度構造を示し、Fe ejectaの非対称な分布(Kasuga et al.2018, 2026年春季年会N25a 市
堰ほか)と対照的な特徴が見られた。一方で東側の領域では球対称的な速度構造から外れる、3400+420

_240 km/sで高速
に赤方偏移するejectaが検出された。本講演では、中間質量元素ejectaとFe ejectaとの比較を通して爆発構造やリバー
スショックの速度について議論する。
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